
1

広報４月
平成22年（2010）

No.490 主な内容
■平成22年度予算 ………………P２
■平成22年度新役員紹介 ………P６
■くろレタスが農林水産大臣賞…P８

「夢いっぱいの小学校」
　村内各小中学校で４月７日、入学式が
行われました。
　南小学校では30人の子どもたちが小
学生の仲間入り。
　教室へ戻った子どもたちは、これから
スタートする新しい生活に夢をふくらま
せ、笑みを浮かべていました。



歳 入

村税
９億5,615万3千円
（27.5％）

村民税（個人）
32.5％

3億1，050万5千円

5億2，515万3千円

3,455万1千円

軽自動車税　　　
2,138万3千円

入湯税　　
   28万5千円

6,427万6千円

固定資産税
54.9％

2.2％

村民税（法人）
6.7％

たばこ税
3.6％

地方交付税
13億円

（37.4％）

地方譲与税　　1億20万円（2.9％）

諸収入　1億1,232万3千円（3.2％）
村債　　1億8，000万円（5.2％） その他　6，512万6千円（1.9％）

地方消費税交付金
　4，320万円（1.2％）

自動車取得税交付金
　2，730万円（0.8％）

国庫支出金
　2億1，147万1千円（6.1％）
国庫支出金
　2億1，147万1千円（6.1％）

県支出金
　２億7，297万9千円（7.8％）
県支出金
　２億7，297万9千円（7.8％）

繰入金
　1億7，924万8千円（5.1％）
繰入金
　1億7，924万8千円（5.1％）

繰越金
　3，000万円（0.9％）
繰越金
　3，000万円（0.9％）

村税の内訳

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の
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34億7,800万円

　

も
っ
と
も
大
き
な
比
率
を
占
め

る
の
は
、
地
方
交
付
税
で
13
億
円

（
対
前
年
度
比
13
・
７
％
増
）。
歳

入
全
体
の
37
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

村
税
は
、
９
億
５
，
６
１
５
万

３
千
円
で
対
前
年
度
比
4.8
％
。
の

増
。

  

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
５
，
７
０
０
万
円
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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額
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主
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、
雇
用
対
策
・
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域
資
源
活

用
臨
時
特
例
費
の
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設
に
よ
り
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と
な
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ま
し
た
。

　

繰
入
金
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、
１
億
７
，
９
２
４

万
８
千
円
で
、
対
前
年
度
比
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・

５
％
減
。
額
に
し
て
３
億
５
，
５

７
１
万
４
千
円
と
大
幅
な
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
交

付
税
や
村
税
が
増
額
と
な
っ
た
た

め
、
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
し
が
少
な
く
て
済
ん
だ

た
め
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は
、

減
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地

方
交
付
税
が
歳
入
の
37
・
４
％
を

占
め
て
お
り
、
依
然
と
し
て
、
依

存
財
源
の
比
率
が
高
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

首都圏
の台所

自主財源 　村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 　国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税　皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 　地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 　国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 　５％の消
費税のうちの１％分が地方消費
税交付金。人口及び従業者数で
あん分して交付される。
自動車取得税交付金 　自動車
取得税の一部を財源として、村

道の長さや面積に応じて、県が
村へ交付するお金。
県支出金　県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金　国から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。
繰入金　他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債　事業を行うために村が借
りるお金。

平成22年度の当初予算が、３月議会で可決されました。一般会計は34億7,800万円で、前年度当初予算に比べ、
0.3％の減額。特別会計は21億4,789万円です。合計では前年度に比べ0.2％の減額となりました。

このページでは、平成22年度当初予算のおもな内容についてお知らせします。

やさい王国昭和村の発展を目指して



歳 出

衛生費　2億1,021万3千円（6％）

総務費
6億7,321万5千円
（19.4％）

民生費
9億187万1千円
（25.9％）

農林水産業費
6億8,936万6千円
（19.8％）

土木費
1億3,819万3千円
（4％）

消防費
1億6,419万3千円
（4.7％）

消防費
1億6,419万3千円
（4.7％）

教育費
3億1,339万4千円（9％）
教育費
3億1,339万4千円（9％）

公債費
2億9,596万2千円（8.5％）
公債費
2億9,596万2千円（8.5％）

その他　3,174万2千円（1％）その他　3,174万2千円（1％）
議会費　5,985万1千円（1.7％）議会費　5,985万1千円（1.7％）

村債務残高（見込）
（単位：百万円）

区　分
平成21
年度末

平成22
年度末

一 般 会 計 2,478 2,406

簡 易 水 道
事 業 会 計

457 439

農業集落排水
事 業 会 計

3,011 2,887

債務負担行為 1,101 881

合 計 7,047 6,613

※利子は含みません（債務負担行為は除く）

歳　 出

用 語

解 説
の
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総
務
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、
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７
，
３
２
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万
５
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％
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３
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２
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援
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約
４
千
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、
前
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と
ほ
ぼ
同
額
と
な

り
ま
し
た
（
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前
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公
債
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償
還
終
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に
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は
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の
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億
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，
５
９
６
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

平成22年度
当初予算

歳
出
の
概
要

34億7,800万円

議会費　村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費　おもに人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙などの
お金。
民生費　社会福祉や児童福祉
（保育園の管理・運営など）、老人福
祉の経費。
衛生費　病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費。毎日家庭から
出るごみ処理のための経費など。
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良事業の経費。

土木費　村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費　消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所の
整備など）。
教育費　学校教育（小中学校の
管理費）や社会教育（講演会や各
種体育大会などの開催）、給食セ
ンターの経費など。
公債費　過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子の
返済金。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計34億7,800万円の使いみち

　保育園に入園している園児の
保護者に対して、保育料の20％
を支援します。

事業費

１,２５０万円

子育て支援事業
　野菜生産の担い手育成、施設
整備（パイプハウスリース事
業・防風ネット補助事業等）の
推進等による生産基盤の強化を
行います。

事業費

１,６４５万６千円

「野菜王国・群馬」強化対策事業

　千年の森スポーツセンター進
入路などの整備を行います。

事業費

６,２００万３千円

道路新設改良事業

　関屋工業団地に進出した企業
に対して、奨励金を交付します。

事業費　　

１億２,４２４万２千円

企業誘致事業 農山漁村活性化プロジェクト
支援交付金事業

　苗畑跡地区画整理（実施設
計・整地工・排水路工）を行い
ます。

事業費　　

７,６４０万２千円



村民一人当たりに使われるお金

平成22年度当初予算
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特別会計についてお知らせします 特別
会計

国 民 健 康 保 険
　農業、自営業、退職し
た人などの医療給付費と、
後期高齢者支援金と、農業、
自営業など40～64歳の
人の介護給付費を負担す
る会計です。
予算
 １０億５,６３１万４千円

介 護 保 険
　介護を必要とする人の
介護サービスや、介護予
防サービスを提供する会
計です。

予算
 ５億７,５６２万４千円

農業集落排水事業
　貝野瀬生越、糸井三ツ
谷、昭和南、永井入原地区
の下水処理施設の管理と、
戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。

予算
 ３億４,２３６万円

老 人 保 健
　75歳以上（65歳から74
歳までの方で一定の障害認
定を受けた）の方の医療費
（平成20年３月診療分まで）
を負担する会計です。

予算
 １５５万７千円

後 期 高 齢 者 医 療
　75歳以上（65歳から74歳
までの方で法令で定める程度
の障害の状態にあると広域連
合に申請し認定された）の方
の、医療を負担する会計です。

予算
 ６,６２８万６千円

簡 易 水 道 事 業
　安全な上水を確保、供給す
る会計です。
　老朽管の更新や、水源浄水
施設と配水施設の維持管理
を行い安定供給をします。

予算
 １億５７５万円

年間： 442,592円

人口： 7,723人

 （H22.4.1 現在）

土木費

 17,894円

消防費

 21,260円

総務費

 87,170円

教育費

 40,579円

民生費

 116,777円

公債費

 38,322円

衛生費

 27,219円

その他

 4,110円

農林水産業費

 89,261円
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平
成
22
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
さ
ん

を

 
紹
介
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
22
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
し
い
区
長
さ

ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
役
場
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

区

長

□
永　

井　
　

諸　

田　

由
喜
夫

□
入　

原　
　

諸　

田　

𠮷
之
助

□
川　

額　
　

倉　

澤　

一　

郎

□
鎌　

沢　
　

小　

林　

勝　

典

□
上　

組　
　

金　

井　

良　

吉

□
中　

組　
　

山　

口　
　
　

強

□
下　

宿　
　

真　

下　

貞　

重

□
入　

沢　
　

堤　
　
　

正　

利

□
三
ツ
谷　
　

新　

木　

照　

正

□
北　

部　
　

渡　

辺　

千　

悦

□
南　

部　
　

新　

木　

太　

一

□
吹　

張　
　

林　
　
　

亮　

司

□　

宿　
　
　

小　

野　

初　

雄

□
中　

宿　
　

見　

城　

俊　

治

□
中
内
出　
　

見　

城　

隆　

志

□
常　

木　
　

加　

藤　
　
　

生

□
滝　

寺　
　

後　

藤　

幸　

夫

□
南
内
出　
　

⻆　

田　

昭　

彦

□
上
内
出　
　

髙　

橋　

広　

文

□
田　

岸　
　

後　

藤　

一　

雄

□
大　

堀　
　

吉　

野　

孝　

男

□
滝
久
保　
　

大
河
原　

幸　

三

□
池　

原　
　

林　
　
　

清　

志

□
生　

越　
　

小　

野　

宏　

行

□
中
野
下　
　

吉　

澤　

敏　

行

□
中
野
上　
　

林　
　
　

友　

行

□
長
者
久
保　
　

佐　

藤　

秀　

雄

□
大
河
原　
　

髙　

𣘺　

光　

夫

□
追　

分　
　

柳　

井　
　
　

勇

□
赤　

谷　
　

金　

井　

利　

司

□　
　
　
　
　

諸　

田　

節　

雄

□　
　
　
　
　

廣　

田　

一　

一

□　
　
　
　
　

坂　

大　

茂　

信

□　
　
　
　
　

福　

原　

安　

雄

区
長
会
正
副
会
長

決
ま
る

　

区
長
会
議
が
４
月
５
日
に

行
わ
れ
、
区
長
会
長
に
三
ッ
谷

区
長
の
新
木
照
正
さ
ん
が
、
副

会
長
に
常
木
区
長
の
加
藤
生

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

加藤  生さん
会　長

新木  照正さん

団　　長

竹吉　弘行さん

団　
　
　

長　

竹　

吉　

弘　

行

副　

団　

長　

竹
之
内　

信　

一

　
　

〃　
　
　

保　

坂　

秀　

登

ラ
ッ
パ
長　

青　

木　

雅　

之

第
１
分
団
長　

関　

上　

益　

巳

第
２
分
団
長　

金　

井　

義　

徳

第
３
分
団
長　

倉　

澤　

義　

満

第
４
分
団
長　

堤　
　
　

裕　

史

第
５
分
団
長　

藤　

井　

弘　

行

第
６
分
団
長　

髙　

𣘺　

邦　

之

第
７
分
団
長　

山　

後　

正　

志

第
８
分
団
長　

横　

坂　

和　

禄

第
９
分
団
長　

大　

竹　

智　

浩

第
10
分
団
長　

熊　

谷　

誠　

一

隊　
　
　

長　

金　

子　

洋　

一

副　

隊　

長　

新　

木　

篤　

志

班　
　
　

長　

竹　

内　

貞　

衛

　
　

〃　
　
　

横　

坂　

雅　

信

隊　
　
　

員　

諸　

田　
　
　

顕

　
　

〃　
　
　

加　

藤　

拓　

也

　
　

〃　
　
　

阿　

部　

伸　

明

　
　

〃　
　
　

青　

木　

敏　

二

　
　

〃　
　
　

佐　

藤　

伸　

雄

　
　

〃　
　
　

加　

藤　

浩　

幸

　
　

〃　
　
　

川　

田　

寿
美
江

　
　

〃　
　
　

青　

木　

み
ず
き

隊　　長

金子　洋一さん

赤

城

原

第

一

赤

城

原

第

二

松
之
木
平

第

一

松
之
木
平

第

一
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議
会
事
務
局

▼
主
任　

鈴
木
嘉
代
子（
保
健
福
祉
課
）

総　

務　

課

▼
課
長　

林
栄
一（
教
育
委
員
会
事
務

局
）、▼
住
民
係
長　

小
野
妙
子（
昇
任
）、

▼
庶
務
係
長　

加
藤
繁
範（
昇
任
）、▼

主
査（
群
馬
県
農
業
共
済
組
合
派
遣
）

　

諸
田
恵
一（
利
根
沼
田
農
業
共
済
組

合
）、▼
主
事（
課
付
横
浜
市
派
遣
）　

石

井
太
作（
税
務
課　

昇
任
）

企　

画　

課

▼
地
域
振
興
係
長　

島
田
宏
充（
昇

任
）、▼
主
任　

日
野
由
希
子（
横
浜
市
よ

り
派
遣
）

税　

務　

課

▼
課
長　

綿
貫
猛（
昇
任
）、▼
係
長　

新

木
英
幸（
昇
任
）、▼
係
長　

大
久
保
真

志（
昇
任
）、▼
主
任　

金
子
徹（
建
設
課
）、

▼
主
任　

吉
野
ま
ゆ
み（
議
会
事
務
局
）、

▼
主
事　

関
上
亮
介（
横
浜
市
派
遣
）

出　

納　

室

▼
会
計
管
理
者　

藤
井
健
一（
企
画
課
）

保
健
福
祉
課

▼
課
長　

石
井
成
事（
昇
任
）、▼
健
康

係
長　

米
山
由
美
子（
昇
任
）、▼
保
険

係
長　

諸
田
光（
教
育
委
員
会
事
務

局
昇
任
）、▼
主
事　

山
本
美
加（
教
育

委
員
会
事
務
局
）、▼
主
事
補（
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）　

中
島
菜
月（
新
採
用
）、

▼
管
理
栄
養
士　

丸
山
智
恵
子（
臨
時
）

産　

業　

課

▼
課
長
補
佐　

林
孝
志（
昇
格
）、▼
臨

時
職
員　

武
井
奈
緒
美

建　

設　

課

▼
課
長　

橘
徳
男（
昇
任
）、▼
整
備
係
長

　

諸
田
光
明（
税
務
課　

昇
任
）、▼
臨

時
職
員　

市
場
美
香

教
育
委
員
会

▼
次
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

星
野

富
士
夫（
会
計
管
理
者　

昇
任
）、▼
主
任

　

土
屋
明
美（
建
設
課
）、▼
主
任
技
手

　

竹
内
善
司（
総
務
課
）

第
一
保
育
園

▼
保
育
士　

宮
内
亜
澄
香（
臨
時
）、▼
保

育
士　

杉
山
尭
宏（
臨
時
）

第
二
保
育
園

▼
園
長　

和
南
城
き
よ
子（
昇
格
）、▼
保

育
士　

中
山
理
沙（
新
採
用
）

退　

職　

者
▼
課
長　

加
藤
生

（
総
務
課
兼
税
務
課
）、▼
課
長　

関
上
通

俊（
保
健
福
祉
課
）、▼
課
長　

横
坂
明

（
建
設
課
）、▼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

高

橋
幸
雄（
給
食
セ
ン
タ
ー
）、▼
園
長　

飯

塚
好
見（
第
２
保
育
園
）、▼
調
理
師　

青

木
静
子（
給
食
セ
ン
タ
ー
）、▼
課
長
補
佐

　

橘
ヒ
ロ（
保
健
福
祉
課
）、▼
課
長
補
佐

　

星
野
美
子（
保
健
福
祉
課
）、▼
係
長

　

石
井
淑
子（
税
務
課
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ンを

紹
介

保健福祉課

中島　菜月
第二保育園

中山　理沙

新
採
用
で
す
!!

　

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

横
浜
市
よ
り
参
り
ま
し
た

人　

事　

交　

流
企 画 課

日野　由希子

　教職員人事異動 敬称略

（　）内は前任校

転　入

□東　　小

教　　頭　星野　孝文（東吾妻東小）
教　　諭　林　　祐二（升 形 小）
教　　諭　宮沢菜穂子（新 採 用）
教　　諭　植木　　毅（地 公 臨）

□南　　小

教　　諭　原澤扶美子（桃 野 小）
教　　諭　兵藤　綾子（利根西小）
教　　諭　河合由美子（地 公 臨）

□大河原小

校　　長　青木美穂子（片品北小）
教　　諭　鈴木　幸子（古馬牧小）

□昭和中学校

教　　諭　秋元　秀文（片 品 中）
教　　諭　森田　雅則（沼 田 中）
教　　諭　村上　香織（新 治 小）
教　　諭　吉野　輝行（利根西小）
教　　諭　松井　　薫（新 採 用）

転　出

川 場 小　堤　恵理子（東　　小）
桃 野 小　髙橋さゆみ（　 〃 　）
武尊根小　小川　賢治（　 〃 　）
利根西小　羽鳥久美子（南　　小）
磯 部 小　飯塚　若菜（　 〃 　）
利南東小　北原　一浩（大河原小）
川 場 小　星野　律子（　 〃 　）
新 治 中　今井　　浩（昭 和 中）
沼 田 中　武井　修平（　 〃 　）
白 沢 中　今井　幸生（　 〃 　）
利 根 教 委
事 務 所　田村　　学（　 〃 　）

藤 原 中　本多　章浩（　 〃 　）

転　補

東　　小　石原　一郎（南　　小）
　　　　

退　職

教　　諭　石原　博子（南　　小）
教　　諭　田邊　真司（　 〃 　）
栄 養 士　髙橋　美咲（　 〃 　）

役
場
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

　

は
じ
め
ま
し
て
。横
浜
市

よ
り
人
事
交
流
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

大
自
然
と
、
都
会
に
は

な
い
人
情
の
中
で
、１
年
間

し
っ
か
り
と
体
当
た
り
で
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
久
呂
保
レ
タ
ス
部
会
が

Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
久
呂
保
レ
タ
ス
部
会
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

こ
の
賞
は
野
菜
の
自
給
率
向
上

の
た
め
、
野
菜
の
生
産
流
通
の
拡

大
や
利
用
増
進
に
向
け
て
、
先
進

的
な
生
産
流
通
に
取
り
組
む
生
産

者
な
ど
に
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
。

　

同
部
会
で
は
、
村
の
気
候
に
適

し
た
大
玉
レ
タ
ス
を
基
本
と
し
た

生
産
を
実
施
。
余
裕
の
あ
る
作
付

け
、
栽
培
時
期
や
畑
の
条
件
に

合
っ
た
品
種
選
定
に
よ
り
、
品

質
・
数
量
の
確
保
を
実
践
し
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
久

呂
保
レ
タ
ス
部
会
の
ほ
か
、
全
国

13
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
農
林
水
産
省
と
独

立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機

構
が
主
催
す
る
「
第
３
回
国
産

野
菜
の
生
産
、
利
用
拡
大
優
良

事
業
者
表
彰
」
で
、
Ｊ
Ａ
利
根

沼
田
久
呂
保
レ
タ
ス
部
会
が
、

農
林
水
産
大
臣
賞
と
い
う
思
い

も
し
な
い
大
き
な
賞
を
頂
く
事

に
な
り
、
３
月
23
日
に
表
彰
式

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
加
工
向
け
レ
タ
ス

の
安
定
供
給
の
た
め
、
生
産

者
・
流
通
関
係
者
・
実
需
者
の

連
携
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
者

TopicsTopics

　

第
３
回
国
産
野
菜
の
生
産
・
利
用
拡
大
優
良
事
業
者
表
彰
式
典
が
３
月

　

第
３
回
国
産
野
菜
の
生
産
・
利
用
拡
大
優
良
事
業
者
表
彰
式
典
が
３
月
2323
日
、
農
林
水
産
省
７
階

日
、
農
林
水
産
省
７
階

講
堂
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
久
呂
保
レ
タ
ス
部
会
が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま

講
堂
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
久
呂
保
レ
タ
ス
部
会
が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

し
た
。

早朝から行われるレタスの収穫

役場で受賞の喜びを報告

表彰を受ける宮内会長ら

農林水産大臣賞に輝いたJA利根沼田久呂保レタス部会員ら（農林水産省にて）農林水産大臣賞に輝いたJA利根沼田久呂保レタス部会員ら（農林水産省にて）

が
受
賞
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

産
地
と
し
て
は
、
品
質
・
量

の
安
定
確
保
の
た
め
、
レ
タ
ス

部
会
員
17
名
の
う
ち
４
名
を
中

心
に
出
荷
先
を
特
定
、
品
種
ご

と
の
栽
培
時
期
、
圃
場
に
合
わ

せ
た
施
肥
設
計
等
、
今
ま
で
の

活
動
が
認
め
ら
れ
対
象
と
な
っ

た
と
の
事
で
す
。

　

こ
れ
も
日
ご
ろ
、
Ｊ
Ａ
・
農

政
・
行
政
な
ど
に
お
世
話
に
な

り
、
ご
指
導
を
頂
い
た
お
陰
で

あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

部
会
員
一
同
大
変
喜
ん
で
い

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
励
み

に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
部
会
員
一
丸
と
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
消
費
者
の
皆
様

に
認
め
ら
れ
る
産
地
に
な
れ
る

よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

JA利根沼田久呂保レタス部会

宮
み や

内
う ち

  勝
しょう

吾
ご

  会長

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
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◎
加
入
・
脱
退
は
14
日
以
内
に

　

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い

る
人
以
外
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
届
出
が
遅
れ
る
と
…

　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
を
全
額

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加

入
の
届
出
を
す
る
こ
と
で
、
前
の

保
険
が
切
れ
た
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま

す
が
、
国
保
税
も
同
じ
く
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
一

度
に
多
額
の
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付

　

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た

め
に
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
印

鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
、
学
生
証

な
ど
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
保
険
証
を

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

新
た
な
生
活
が
始
ま
る
４
月
。
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

■こんなときは14日以内に届出を
内　　容 手続きに必要なもの

加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、前年の所得がわ
かる書類

職場の健康保険をやめた、または
その扶養家族でなくなったとき

印鑑、社会保険離脱証
明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健
康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通
知書

外国人＝１年以上の在留資格があ
り、外国人登録を行ったとき

印鑑、外国人登録証、
パスポート

脱
退
す
る
と
き

ほかの市町村へ転出するとき 印鑑、保険証

職場の健康保険へ加入した、また
はその扶養家族になったとき

印鑑、国民健康保険証
と加入した職場の健康
保険証。扶養家族になっ
たときは、取得年月日
のわかるもの

死亡したとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開
始決定通知書

外国人＝加入資格がなくなったと
き

印鑑、保険証、外国人
登録証

そ
の
ほ
か
の
と
き

住所、世帯主、氏名などが変わった
とき 印鑑、保険証

退職被保険者に該当したとき 印鑑、保険証、年金証
書

保険証をなくしたり、破損したり
したとき

印鑑、破損した保険証、
運転免許証など本人確
認ができるもの

修学のためほかの市町村へ転出し、
保険証が必要なとき

印鑑、保険証、在学証
明書

お 知 ら せ

医療費の節約を心がけましょう
　高齢化や医療技術の進歩などにより、医療費が増えています。
　医療費は今後も増え続けていくことが予想されますが、私たちのちょっとした心がけでその上昇を止めることが
できます。
　医療費が増えると、給付の費用を補うために保険税の引き上げなども考えられます。日ごろから健康づくりや上

手な受診を心がけ、医療費を節約しましょう。

●上手なお医者さんのかかり方

②時間外、休日受診は
　なるべく避けましょう

⑤お医者さんを信頼し、
　指示を守りましょう

⑥定期的に健康診断を受け、
病気の早期発見、
早期治療を
心がけましょう

① お医者さんのかけもちは
　やめましょう。

④かかりつけ医を持ちましょう

③薬をたくさん欲しがるのは
　やめましょう



シリーズ　認定農業者　④
農地の賃借料情報について農地の賃借料情報について

　改正農地法が昨年12月より施行され、同時に標準小作

料制度が廃止されました。この代わりに農業経営基盤強

化促進法に基づき、平成21年1月から12月までに締結さ

れた昭和村での賃貸借データを公開するものです。この

データが今後の農地の賃貸借の参考にしていただければ

幸いです。

　なお、親類間の締結などにより明らかに特別な事情か

ら著しく低額なデータは除いてあります。

1　平成21年賃借情報（親類等の特殊事情を除く） （10a当たり）

平均 最高額 最低額 データ数 備考

田 ー ー ー ー 該当データなし

畑 31,300 40,000 25,000 33

平均
（参考）

31,300 ー ー 33
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◎ 問 い 合 わ せ ◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL　24－5111

農
業
委
員
会だ

よ
り

農
業
委
員
会だ

よ
り

経営内容
　・こんにゃく専業

　いつかは農業を・・・
と思いつつも十数年間、
東京でサラリーマン生活
を送り、就農してやっと
１年が経過しました。認
定農業者の申請をするに
は時期尚早か、とも思い

ましたが自分のビジョンを明確にするためにも
経営計画を作成し、それを審査していただくこ
とも必要と考え、本年２月に申請しました。
　農業者としての経験は浅い「ひよっこ」では
ありますが、人生経験は年齢とおりにあるつも
りなので、今まで得た経験や知識を経営にうま
く溶け込ませていき、早く一人前の農業者にな
りたいと考えています。最後に、今後もご指導
よろしくお願いします！先輩のみなさん!!

　

農
業
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
３
月
29
日

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
家
族
で
家
事
や
農

業
経
営
の
分
担
・
就
業
条
件
等
を
話
し
合

い
、
各
自
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的

で
、
農
業
委
員
会
で
は
平
成
12
年
よ
り
締

結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
会
議
室
で
多
く
の
来
賓
が
見
守
る

中
、
協
定
書
に
家
族
そ
れ
ぞ
れ
と
立
会
人

が
署
名
押
印
を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は
、

新
た
に
７
組
の
家
族
が
協
定
を
結
び
、
125

組
の
家
族
経
営
協
定
家
族
が
誕
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
１

組
の
家
族
が
再
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
家
族
経
営
協
定
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
安
心
し
て
営
農
で
き
る
手

助
け
に
な
れ
ば
と
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

家
族
が
締
結
さ
れ
ま
す
よ
う
、
推
進
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調印式であいさつする加藤村長

渡辺千悦さん家族 横坂和夫さん家族

88
組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印

組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印

 澤浦　太一さん
（38歳・鎌沢）



農地を農地以外に利用する場合は許可が必要です農地を農地以外に利用する場合は許可が必要です

11

家
族
協
定
を
結
ん
で

家
族
協
定
を
結
ん
で

 

吉
沢　

強
さ
ん

 

（
中
野
下
）

　

将
来
を
見
据
え
、
娘
が
群
馬
県

立
農
林
大
学
校
の
研
究
課
程
を
卒

業
と
同
時
に
就
農
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
農
業
委
員
さ
ん
の
勧

め
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
三
者
家

族
経
営
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
、
家
族
全
員
で
そ
の

時
々
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
と

い
う
方
法
で
経
営
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
家
族
協
定
を
結

び
一
人
一
人
の
作
業
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
で
強
い
責
任
感
を
持

ち
合
理
的
に
仕
事
を
し
、
よ
り
よ

い
農
業
を
営
め
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

将
来
の
農
業
発
展
の
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
家
族
一
丸
と
な
っ

て
笑
顔
と
元
気
を
与
え
ら
れ
る
野

菜
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。家

族
協
定
の
再
締
結

家
族
協
定
の
再
締
結

 

林　

則
子
さ
ん

 

（
生
越
）

　

今
回
、
我
が
家
は
家
族
協
定
の

再
締
結
を
し
ま
し
た
。
母
の
介
護

で
、
ほ
と
ん
ど
病
院
生
活
の
私
に

手
伝
う
形
で
、
昨
年
６
月
に
３
女

が
家
に
入
り
、
就
農
し
て
く
れ
た

事
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

農
業
・
家
事
・
事
務
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
分
担
し
て
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
本
当
の
家
族
ゆ
え
、
あ

い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
り

ま
し
た
。
一
度
は
っ
き
り
締
結
し

た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

一
番
重
要
な
締
結
内
容
は
、〝
一
週

間
に
一
度
、
家
族
会
議
を
開
く
〞

と
い
う
事
で
す
。
い
ろ
い
ろ
状
況

が
変
わ
る
今
、
約
束
ご
と
と
い
う

の
も
不
変
で
は
な
い
と
思
う
の
で

す
。
そ
の
都
度
お
互
い
に
納
得
い

く
よ
う
、家
族
で
十
分
話
し
合
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

吉沢強さん家族

再締結された林則子さん家族

　農地を住宅用地や資材置場、駐車場、墓地、通路、
山林など農地以外の用地に転換することを農地転
用といいます。農地転用には知事の許可が必要で
す。
　農地転用の手続きには、次の２つのケースがあ
ります。

 農地法第４条許可申請 
　本人名義の農地を本人名義のまま農地以外のも
のに転用する場合に必要な申請で、農地の所有者
が申請します。

 農地法第５条許可申請 
　他人の農地を買ったり借りたりして農地以外の
ものに転用する場合に必要な申請で、農地の所有

者と利用者（買主・借主）の連名で申請します。

◎申請締切日
　毎月10日
　（ただし、土日・祝日の場合はその翌日）

◎申請・問い合わせ先
　昭和村農業委員会事務局（産業課内）
　☎２４－５１１１

※農業振興地域（農用地区域内）の農地は、転用許
可申請をする前に農用地区域からの除外が必要で
す。農業用倉庫建設にも、軽微変更申請が必要に
なります。不明な点は農業委員会事務局までお問
い合わせください。
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３
月

コ
ン
ニ
ャ
ク
の
新
商
品
を
Ｐ
Ｒ

　

村
商
工
会
で
は
３
月
２
日
か
ら
５
日
に
か
け

て
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
国
内
最
大
規
模
の

国
際
食
品
飲
料
展
示
会「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
０
」に
出
展
し
ま
し
た
。

　

出
店
の
目
玉
商
品
は「
ダ
イ
エ
ッ
ト
ハ
ン

バ
ー
グ
」と「
練
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
」。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
ハ
ン
バ
ー
グ
は
、
村
商
工
会
が

平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
国

の
補
助(

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
事
業
）を
受
け
、

商
品
開
発
を
進
め
て
き
た
も
の
で
実
用
新
案
と

商
標
登
録
を
昨
年
行
い
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
村
の
特
産
品
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
村
内
業
者
と
連
携
し
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
使
用
し
た
商
品
を
開
発
。

　

展
示
会
で
は
、
国
内
外
か
ら
２
，
３
９
３
社

が
参
加
。
村
商
工
会
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
絶

好
の
場
と
し
て
、連
日
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

たくさんの人が詰めかけたFOODEX JAPAN（中央が昭和村のブース）

明
る
い
村
づ
く
り
目
指
し
意
見
交
換

　

村
づ
く
り
協
力
委
員
会（
吉
野
茂
美
会
長
）と

村
議
会（
金
子
松
二
郎
議
長
）村
づ
く
り
特
別
対

策
委
員
会（
高
橋
幸
一
郎
委
員
長
）で
は
３
月
19
日
、

昭
和
の
森
山
荘
で
村
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
村
議
会
と
村
民
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
平
成
12
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
に
は
村
づ
く
り
協
力
委
員
や
村

議
会
議
員
ら
28
人
が
参
加
。
景
観
条
例
の
制
定

や
有
害
鳥
獣
対
策
、
観
光
分
野
で
は「
道
の
駅
構

想
」、
ま
た
村
の
広
報
紙
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合
へ
の
加

盟
を
踏
ま
え
、
景
観
や
不
法
投
棄
、
ゴ
ミ
問
題
、

道
路
ま
で
は
み
出
し
た
耕
作
の
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ

い
て
、
多
く
の
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
村
で
は
「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
一

員
で
あ
る
証
と
し
て
、
同
連
合

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
10
月
に
村
が

同
連
合
に
加
盟
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
村
を
訪
れ
る
人
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
昭
和
村
が
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

看
板
は
昭
和
イ
ン
タ
ー
入
り

口
付
近
の
ほ
か
、
望
郷
ラ
イ
ン

沿
い
の
観
光
ト
イ
レ
付
近
な
ど
、

３
か
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

 

の
看
板
を
設
置昭和インター出口（写真）ほか３か所に設置された看板

昭和の森山荘で行われた意見交換 来場者に商品をPR

活発に意見を述べる村づり協力委員
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県
消
防
大
会
が
３
月
18
日
、

伊
勢
崎
市
民
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
村
消
防
団
前
団
長
澤
浦

範
行
さ
ん
（
松
ノ
木
平
第
二
）

に
群
馬
県
消
防
防
災
功
労
知
事

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

澤
浦
さ
ん
は
昭
和
59
年
に
村

消
防
団
に
入
団
以
来
、
永
年
に

わ
た
り
消
防
団
活
動
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
20
年
か
ら
は
村
消
防
団
長

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
に
際
し
、
澤
浦
さ
ん
は

「
消
防
団
は
地
域
防
災
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
さ
ら
に
災
害
に
強

い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

澤
浦
範
行
前
団
長
が

　

防
災
功
労
知
事
表
彰表彰状を手にする澤浦前団長

卒
業
前
に
親
子
で
思
い
出
づ
く
り

　

南
小
学
校
父
親
ク
ラ
ブ（
林
博
明
会
長
）で
は

３
月
13
日
、６
年
生
の
親
子
交
流
会
を
開
催
し
、

卒
業
を
間
近
に
控
え
た
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

が
、
同
校
体
育
館
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
南
小
学
校
を
巣
立
つ
子
ど

も
た
ち
に
、
小
学
校
生
活
最
後
の
楽
し
い
思
い

出
を
つ
く
っ
て
も
ら
お
う
と
、
父
親
ク
ラ
ブ
が

企
画
し
た
も
の
。
６
年
生
や
そ
の
保
護
者
、
兄

弟
姉
妹
な
ど
67
人
が
参
加
し
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

な
ど
で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
父
親
ク
ラ
ブ
の
役
員
か
ら
、
焼
き

そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
、
児
童
ら
は
お
い
し
い
焼

き
そ
ば
で
お
な
か
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
は
参
加
し
た
６
年
生
の
真
下
一

樹
君
ら
が
み
ん
な
の
前
で
、「
良
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
校
に
行
っ
て
も
が
ん
ば
り
ま

す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

インディアカで楽しく汗をかく様子（南小体育館）

創
立
50
周
年
記
念
で
歌
碑
の
除
幕

　

大
河
原
小
学
校
で
は
３
月
16
日
、
校
歌
を
刻

ん
だ
歌
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
今
年
度
、
分
校
か
ら
独
立
・
開
校

し
て
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
誌
の

発
行
や
記
念
式
典
の
開
催
な
ど
、
記
念
事
業
を

行
い
、
地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
50
周
年
を
お

祝
い
し
て
き
ま
し
た
。
歌
碑
の
建
立
は
そ
の
50

年
記
念
の
最
後
を
締
め
く
く
る
も
の
。

　

式
典
に
は
、
全
校
児
童
51
人
の
ほ
か
、
松
井

信
明
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
北
原
一
浩
校
長
は「
皆
さ
ん
が

学
校
を
卒
業
し
て
も
、こ
の
歌
碑
は
い
つ
ま
で
も
、

み
な
さ
ん
を
見
守
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
松
井
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は「
大
河
原
小
学
校

の
校
歌
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
歌
詞
で
す
。
み

な
さ
ん
も
校
歌
の
よ
う
に
立
派
に
成
長
し
て
く

だ
さ
い
」と
、
児
童
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

６
年
生
が
歌
碑
の
除
幕
を
行
う
と
、
拍
手
が

わ
き
上
が
り
、
最
後
は
全
員
で
校
歌
を
大
合
唱

し
ま
し
た
。

６年生が校歌の刻まれた歌碑を除幕

汗をかいた後の焼きそばは格別の味

お礼を述べる６年生の代表者

児童に語りかける松井PTA会長

全校児童で校歌を大合唱



私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

折り紙夢WORLD
（花と動物編）
川崎敏和　著
朝日出版社

　えっ、これが折り紙？
折る過程も楽しい不思議
な折り紙を紹介。50 工
程を経てできあがるロー
ズは本物そっくり ! 世界
の川崎ORIGAMI を体験
してください。

私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

「
色
々
な
仕
事
を
二
人
で
経
験
」

　
「
本
当
に
色
々
な
仕
事
を

二
人
で
経
験
し
た
」
と
言
う

の
は
、
高
橋
茂
吉
さ
ん
、
い

と
さ
ん
ご
夫
妻
。

　

農
業
を
営
ん
で
い
た
お
二

人
は
、
夜
に
な
る
と
荷
を

市
場
へ
運
送
す
る
仕
事
も
。

「
二
人
で
行
っ
た
り
、
子
ど

も
を
連
れ
て
行
っ
た
り
。
帰

り
道
で
の
東
京
見
物
が
楽
し

み
で
し
た
」
と
吉
さ
ん
。

　

他
に
も
、
会
社
に
直
談
判

し
、
工
事
現
場
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
便
利
屋
と
し
て
様
々

な
仕
事
を
さ
れ
た
り
し
て
き

た
お
二
人
。
い
と
さ
ん
は
、

建
設
に
か
か
わ
っ
た
渋
川
市

の
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
所
を
見
か
け

「
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

そ
の
後
、
吉
さ
ん
は
道
路

公
団
に
入
社
。
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
勤
務
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
の
趣
味
は

旅
行
。
最
近
の
楽
し
み
は
、

行
き
先
を
事
前
に
知
ら
せ
な

い
観
光
ツ
ア
ー
。
吉
さ
ん
い

わ
く
「
ど
こ
に
行
く
か
想
像

を
ふ
く
ら
ま
す
の
も
、
楽
し

み
の
ひ
と
つ
」
だ
そ
う
で
、

５
月
に
も
ツ
ア
ー
に
参
加
予

定
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
、
円
満

の
秘
訣
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
真
剣
な
と
き
は
お
互
い
言

い
合
い
も
本
気
に
な
る
。
押

し
た
り
押
さ
れ
た
り
、
ぶ
っ

つ
い
た
り
し
て
仲
良
く
な
る

も
の
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
な

く
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
て
本

当
に
幸
せ
」
と
50
年
を
振
り

返
る
お
二
人
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
幸
せ
に
。髙

たか

　橋
はし

　茂
しげ

　吉
きち

さん（72歳）
・入原上

　　　　い　とさん（74歳)
　　（昭和33年３月18日入籍）

　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線３２）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

三国志 (全30巻) 
横山 光輝 (著) 
潮出版社

食堂かたつむり
小川 糸 (著)
ポプラ社

巷説百物語
京極 夏彦 (著)
角川文庫

100万回生きたねこ
佐野 洋子 (著)
講談社

　100万回生まれかわって
は、飼い主のもとで死んで
ゆく猫。飼い主たちは猫の
死をひどく悲しんだが、猫自
身は死ぬのなんか平気だっ
た。ある時、猫は誰の猫で
もない野良猫となり、一匹
の白猫に恋をする…。

「
家
族
の
絆
を
大
事
に
」

精霊の守り人
上橋 菜穂子 (著)

偕成社

　

｢

お
互
い
に
わ
が
ま
ま
を

言
わ
ず
に
支
え
合
い
や
っ
て

こ
ら
れ
た
50
年｣

そ
う
ふ
り

返
る
民
之
輔
さ
ん
・
き
み
さ

ん
ご
夫
婦
。

　

農
業
を
営
み
、
野
菜
や
コ

ン
ニ
ャ
ク
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
民
之
輔
さ
ん

が
体
調
を
崩
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
昭
和
32
年
か
ら
漬
物

を
作
る
仕
事
を
始
め
た
お
二

人
。｢

仕
事
を
始
め
た
頃
は
、

今
の
よ
う
な
大
型
の
機
械
な

ど
な
く
、
ほ
と
ん
ど
手
作
業

だ
っ
た
。本
当
に
頑
張
っ
た
」

と
民
之
輔
さ
ん
。
き
み
さ
ん

は「
二
人
で
寝
ず
に
働
い
た

と
当
時
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

創
業
当
初
は
大
手
漬
物
店

へ
原
料
を
出
荷
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
元
年
に
株
式
会

社
と
な
っ
て
か
ら
は
自
社
製

品
の
生
産
に
切
り
替
え
、
現

在
は
、
会
社
を
三
人
の
息
子

さ
ん
に
任
せ
、
民
之
輔
さ
ん

は
三
人
の
お
孫
さ
ん
の
世
話

を
、
き
み
さ
ん
は
時
々
会
社

の
電
話
番
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

お
二
人
の
楽
し
み
は
家
に

や
っ
て
く
る
お
孫
さ
ん
と
の

時
間
。「
喧
嘩
も
す
る
け
ど

孫
は
か
わ
い
い
」と
微
笑
み

ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
絆

が
一
番
大
事
。「
い
つ
も
家

族
一
緒
に
い
る
こ
と
が
絆
に

な
る
」と
民
之
輔
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

　

夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
を
尋

ね
る
と
、「
お
互
い
に
信
頼
し

合
い
、
隠
し
事
を
し
な
い
こ

と
」と
民
之
輔
さ
ん
。｢

お
互

い
信
頼
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

何
で
も
言
い
合
え
る｣

と
声

を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

今
後
は「
二
人
で
趣
味
の

旅
行
や
食
事
に
行
き
た
い
」

と
い
う
お
二
人
。
ど
う
ぞ
こ

れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。 堤

つつみ

　　　民
たみ　の　すけ

之輔さん（76歳）
 ・入原下
　　　　き　みさん（74歳）
（昭和35年４月１日入籍）
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拝啓 昭和村…
｢

今
思
う
こ
と｣

　

こ
こ
昭
和
村
で
生
ま
れ
育
っ
て
22
年
。
今
は
沼
田
の
会
社
に
勤

め
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
、
消
防
や
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
地
元
の
付
き
合
い
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
友
達
の
両
親
や
、

自
分
の
両
親
が
親
し
く
し
て
い
る
方
も
昭
和
村
に
は
た
く
さ
ん
い

る
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
自
分
が
遊
ん
だ
り
、
ボ
ー
ド
に
行
っ
た
り
と
、
や
り
た
い

事
を
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
で
き
て
い
る
の
も
、
親
の
支
え
が
あ

る
か
ら
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
迷
惑
か
け
て
ば
か
り
だ
け

ど
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
達
と
昭
和
村
に
感

謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
生
き
て
い
き
た
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
小こ

菅す
げ　

真ま

沙さ

志し

さ
ん
（
22
歳
・
池
原
）
で
す
。

竹
たけ

之
の

内
うち

　陽
よう

平
へい

さん

（22歳・根岸）

堤　貞夫さん（75歳）

出　身：昭和村・入原下組

在住地：千葉県市川市

職　業：早稲田大学名誉教授

　　　　工学博士

趣　味：バラ造り（170種、

250本）、陶芸　練り上げ（堆

彩陶）、鉱物製動物の蒐集

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

中学の時、同じ野球部でがんばった仲間。

毎日遅刻して来てた彼も、今では真面目に仕事をがんばってます。

たまには遊ぼうね。

次回登場者紹介

　

以
前
は
、
出
身
地
を
尋
ね
ら
れ
て
「
上
越
線
沼
田
の
手

前
の
…
」
と
合
併
前
の
久
呂
保
や
糸
之
瀬
を
続
け
て
言
っ

て
も
、
直
ぐ
に
そ
の
場
所
を
認
識
し
て
貰
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
頃
は
、
奥
利
根
の
昭
和
村
と
言
っ
た
だ
け
で

「
あ
あ
、あ
の
蒟
蒻
や
野
菜
の
産
地
の
」と
い
う
笑
顔
が
返
っ

て
く
る
こ
と
が
多
い
。レ
タ
ス
畑
の
背
景
に
武
尊
山
の
写
っ

た
〝
ふ
る
さ
と
大
使
〞
の
名
刺
を
添
え
れ
ば
効
果
は
て
き

面
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ

る
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
蒟

蒻
や
新
鮮
な
野
菜
を
首
都
圏
に
、
豊
富
に
送
り
出
し
て
い

る
村
民
皆
さ
ん
の
日
頃
の
ご
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
赤
城
、
榛
名
、
子
持
、
谷
川
連
峰
、
武

尊
山
な
ど
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
の
雄
大
な
自
然
は
素
晴
ら

し
い
。
私
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
在
り
て
思
う

も
の
で
は
な
い
。
赤
城
原
に
家
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
滞

在
を
で
き
る
だ
け
長
く
し
て
、
次
代
を
担
う
若
者
が
誇
り

と
自
信
を
持
っ
て
、
喜
ん
で
村
に
と
ど
ま
る
よ
う
な
、
新

し
い
村
造
り
の
動
き
に
加
わ
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
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　村内３地区で３月中、らくらく筋トレ体操の上級認
定式が行われました。
　認定式が行われたのは橡久保南部、森下、川額の３
地区。
　橡久保南部は３月11日に同地区住民センターで、
８人が上級の認定を受けました。
　森下地区では３月19日、地域活性化センターで９
人が上級に認定され、加藤村長より認定証が手渡され
ました。
　また、川額地区では３月30日、同地区集落センター
で15人が上級の認定を受けました。

各地区でぞくぞく、筋トレ上級認定式

上級の認定を受けた川額地区のみなさん

上級の認定を受けた橡久保南部地区のみなさん 上級の認定を受けた森下地区のみなさん

　第17回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月18

日、村公民館多目的ホールで開催され、41組の３歳

児とその家族が表彰されました。

　式では表彰者を代表して、石坂梨奈ちゃん民枝さん

親子が加藤村長より表彰状と記念品を受け取り、勝見

早希ちゃん由美子さん親子が謝辞を述べました。

　良い歯の子を紹介します。（敬称略）　▶山田彩生、
石坂梨奈、田村充喜、綿貫花音、水落多恵、井上彩斗、

菅原祐樹、吉澤幸叶、ランドル・アリサ・ダニエル、

横坂大翔、堤陽彩、保坂彩寧、加藤基嵩、新井陽大、

金井秀五、小野カズミ・ジョコ、飯塚英虎、千田伊吹、

紀陸耕平、植田麻斗、福田悠大、小林里駆、竹吉紗那、

宮内奏友、青木愛佳、勝見早希、金井陽生、金子遥斗、

見城柚実、葛西まひろ、関川結衣、後藤聖琉、小宮怜

姫、阿部椛、板橋のどか、毒島優依音、金崎壮吾、笛

木葵生、木村央里、後藤美樹

良い歯の子とその家族を表彰

記念品を受け取る石坂梨奈ちゃん民枝さん親子

表彰された３歳児とその家族

謝辞を述べる勝見早希ちゃん由美子さん親子
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　村内各小中学校・保育園では３月中、卒業式・卒園
式が行われました。
　昭和中学校では３月12日、86人が期待と不安を胸に、
新たな一歩を踏み出しました。
　卒業式では、加藤三男校長が「決意によって行動が
変わる。そして人生が変わる。これからも決意とプラス
思考を持って歩んでほしい」と卒業生にエールを送りま
した。また、卒業生を代表して、飯塚一希君が「それ
ぞれの可能性を信じこれからを歩んでいきます。３年間
お世話になりました」と答辞。卒業生全員が「旅立ちの
日に」を熱唱しました。
　このほか、各小学校では25日に76人が、各保育園で
は27日に77人がそれぞれの学び舎を旅立ちました。

新たな一歩を踏み出す日

「旅立ちの日に」を熱唱する卒業生（昭和中）

３年間の思い出を胸に卒業（昭和中） 恩師からの祝電に耳を澄ます（東小） 小学校へ行ってもがんばります（第二保育園）

　村文化協会（諸田義幸会長）主催による第28回村民芸能祭
が３月14日、公民館多目的ホールで開催されました。
　今回は「フラダンスハノハノ」や「太極拳クラブ孫悟空」
が初参加。ハワイアンのリズムに乗せた優雅なフラダンスや、
赤い大きな扇を使った太極拳の演武などを披露しました。
　このほか、全51組が日々の練習の成果を晴れの舞台で
披露。
　会場となった公民館多目的ホールの300席は常に満席とな
り、終日大盛況となっていました。

練習積み重ね晴れ舞台

息の合った演武を披露する太極拳クラブ
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　第29回群馬県中学校春季選抜卓球大会が３月６日、高崎市
浜川体育館で行われ、昭和中卓球部１年生男子団体が３位入賞
と大健闘しました。
　昭和56年から始まったこの大会。２年生男子団体の部では、
旧昭和南中学校が初代チャンピオンに輝き、翌年も大会を制し
２連覇しています。
　そんな偉大な先輩に追いつこうと今大会、24校が参加しトー
ナメント形式で行われた１年生男子団体の部で、昭和中卓球部
１年生男子が熱戦を展開。３位入賞をもぎ取りました。

昭和中卓球部が大健闘!

３位入賞を果たした昭和中卓球部１年生男子団体のメンバー

ふるさと文学賞で髙橋くん・澤浦さんが優秀賞に 学ぶ楽しみ
高砂大学が閉講
　高砂大学（廣田忠一学級長）の閉
講式が３月24日、村公民館大会
議室で行われ、高砂大学生25人
が修了を迎えました。
　閉講式では、馬場光雄さん（赤
谷）が代表して修了証を受け取り
ました。また、全８回の講座に休
まず出席したとして、星野トミエ
さん（藤井）ほか15人に皆勤賞が
贈られました。
　高砂大学は高齢者が自ら進んで
学び、明るく健康な生活を送るの
がねらい。今年度は白沢町の燦

さん

燦
さん

会との交流や小学校への体験入学、
文化祭への出品など、さまざま活
動を行ってきました。

修了証を受け取る馬場光雄さん（右）

　第６回おの・ちゅうこうふるさと文学賞の表彰式が３月６日、沼

田市白沢町振興局で行われ、髙橋駿くん（東小）が小学生詩の部で、

澤浦えくぼさん（昭和中）が中学生作文の部で、それぞれ優秀賞に輝

きました。

　ふるさと文学賞は、旧白沢村出身の児童文学者、おの・ちゅうこ

う(本名：小野忠孝＝おのただよし）氏が創設した ｢おの文学賞」を

沼田市教育委員会が引き継いで開催しているもの。

　子どもたちに詩や作文をとおして、自然やふるさとを大切にする

心を育んでもらおうと毎年開催され、今年で６年目となります。今

回は利根沼田の小中学校から作文・詩の各部合わせて1,039点の作

品が寄せられ、うち53作品が入賞ました。

　｢（優秀賞を）受賞できてびっくりしました｣ と言う髙橋くん。野球

をしているお兄ちゃんを題材に詩を書きました。八木節をとおして

伝統文化の継承の大切さを作文にまとめた澤浦さん。｢昨年は佳作

だったので、前回を上まわれたことが嬉しい｣ と受賞の喜びを語っ

ていました。

小学生詩の部で優秀賞に輝いた髙橋くん 中学生作文の部で優秀賞に輝いた澤浦さん
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みんなで楽しくバイキング

どれにしようか迷っちゃう!!

　らくらく教室の修了式が３月26日、村保健センターで行われ、
参加者30人に修了証が贈られました。
　教室では昨年12月から今年３月までのおよそ４か月間、参
加者が保健センターに集って、音楽療法や栄養などの講義を
受けたほか、体を動かしたり、口腔体操でだ液の分泌を促し
たりするなど、介護予防の様々なプログラムに取り組みました。
　教室に参加した人たちからは「口が乾かなくなった」といっ
た意見や「以前よりものをよくみ込めるようになった」、「運動
をとおして転ばなくなった」といった意見が聞かれました。

介護予防のらくらく教室

らくらく教室を修了したみなさん

村安全会が
ヘルメットを寄贈

　村安全会（小菅和夫会長）では３

月８日、村内３つの小学校を対象

に自転車用のヘルメットを寄贈し

ました。

　東小学校を訪れた小菅会長は、

「大切に使ってください」と６年生

の佐藤咲良さん（写真右）、加藤真

未さん（写真右から２番目）にヘル

メットを手渡しました。

　このほか、南小学校、大河原小

学校に、それぞれヘルメットを寄

贈しました。

　安全会では、子どもたちに交通

安全の心構えと理解を深めてもら

おうと、ヘルメットの寄贈を計画。

　ヘルメットは、各学校が実施す

る交通安全教室などでの活用され

ます。

小菅会長（左）から児童にヘルメットを寄贈

　第一保育園では３月16日、防犯

教室を実施しました。

　教室では、県少年補導員渋川地区

連絡会「安・ボラ出前一座」を主催

する松井久美子さん（榛東村）を招き、

子どもたちは松井さんのマジックや

腹話術を楽しみました。

　松井さんは腹話術の劇をとおして、

知らない人には「ついていかない。

車に乗らない。すぐ逃げる」といっ

た「いか・の・お・すし」を園児た

ちに呼びかけました。

だまされちゃダメ!?

　子育保育園では３月12日、お別れ

会と昼食バイキングを実施しました。

バイキングでは、年長組の園児たち

が他の園児たちの面倒を見ながら食

事を楽しみました。

　メニューはホテルに匹敵するほど

多彩な内容。スパゲッティーやサン

ドイッチ、焼きおにぎり、ウインナー

などが並び、子どもたちは満面の笑

みを浮かべてました。

　また、食事の後には、前日年長組

の園児たちが用意したクッキーを各

組にプレゼントしてまわりました。 お料理おしいね！

「いかのおすし」を呼びかける松井さん
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■
出
演　

清
水
博
正
さ
ん

清水博正さん

■
そ
の
他　

午
前
11
時
開
館
、
午

後
５
時
閉
館（
入
浴
は
午
後
４
時

30
分
ま
で
）　

入
館
料
は
無
料
、

入
浴
料
２
０
０
円

５
月
７
日（
金
）に

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線1

1
2

　

行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
の
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日　

５
月
７
日（
金
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
会
議
室

　

村
で
は
現
在

｢

昭
和
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ｣

を
開
設
し
、
行
政
情
報

等
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
村
の
産
業
・
文
化
・
観
光

を
動
画
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、｢

や
さ
い
王
国

昭
和
村｣

（http://yasaio
ko
ku.

co
m
/

）を
開
設
し
ま
し
た
。

昭
和
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

総
務
課　

内
線1

1
2

　

村
で
は
４
月
29
日
の
「
昭
和
の

日
」
に
、
今
年
も
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

動
画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

や
さ
い
王
国
昭
和
村｣

開
設

企
画
課　

内
線1

4
1

 

農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
館
」 

■
内
容　

も
ち
つ
き
、
い
ち
ご
大

福
な
ど
の
無
料
配
付
、
野
菜
・
農

産
物
加
工
品
の
販
売
な
ど

■
時
間　

午
前
９
時
〜（
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

 

公
民
館
（
多
目
的
ホ
ー
ル
） 

 

①
合
唱
祭 

■
時
間　

午
前
９
時
15
分
〜

■
出
演　

保
育
園
児
、
コ
ー
ラ

ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ
、
マ
ン
ド
リ
ン

る
ば
ん
が

 
②
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー 

■
時
間　

午
前
10
時
〜

■
出
演　

マ
ジ
ッ
ク
ジ
ェ
ミ
ー
さ

ん

 

③
健
や
か
体
操 

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜

■
講
師　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
体
操
指
導
者　

西
川
佳
克
さ
ん西川佳克さん

 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
昭
和
の
湯
」 

 

①
落
語 

■
時
間　

午
前
11
時
30
分
〜

■
出
演　

三
笑
亭
夢
花
師
匠

 

②
ラ
イ
ブ｢

昭
和
の
日
に
昭
和
の

　

こ
こ
ろ
を
歌
う
」 

■
時
間　

午
後
１
時
〜

後期高齢者医療制度 保険料のお知らせ
　平成22・23年度の後期高齢者医療制度
の保険料の所得割率および均等割額につい
てお知らせします。
■所得割率　　 7.36%
■均等割額　39,600円
■保険料の計算方法　保険料は、平成21
年中の総所得金額などから33万円（基礎控
除）を引いて所得割率をかけた額（所得割
額）と均等割額を足した額になります。

■保険料の軽減　所得などに応じて右の表
のとおり保険料の軽減があります。

軽減内容 条　　件 軽減額

均　
　

等　
　

割

９割軽減
基礎控除額以下の世帯で被保険者全員が年
金収入80万円以下の世帯（含む所得なし）

35,640円

8.5割軽減
基礎控除額以下の世帯

33,660円

５割軽減
「基礎控除額＋24.5万円×世帯の被保険
者数」以下の世帯

19,800円

２割軽減
「基礎控除額+35万円×世帯の被保険者
数」以下の世帯

7,920円

所 得 割
５割軽減

総所得金額等-基礎控除額が58万円以下
所得　　
　　÷２
割額　　

被扶養者軽減
(均等割9割軽減)

後期高齢者医療の被保険者資格を得た前日ま
で、被用者保険(国保、国保組合以外)の被扶
養者であった人（※所得割額は課されません）

35,640円

※均等割の軽減は被保険者および世帯主の総所得金額等の合計額が対象

保険料
所得割額 均等割額

  H21
〔総所得－33 万円〕×7.36%  
　金額等　(基礎控除額)　(所得割率)

39,600 円＋
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

春
風
の
如
く
生
き
た
し
余
生
か

な 

梅
沢　

ま
つ

せ
せ
ら
ぎ
の
音
春
風
に
の
り
て

来
る 

杉
木　

孜
峰

夕
映
え
に
輝
く
岳
の
雪
姿

 

藤
井　

三
代
子

春
風
や
退
院
の
背
を
軽
く
押
す

 

新
木　

武
治

高
き
声
交
は
し
つ
つ
行
く
乙
女

三
人
甘
き
髪
の
香
風
に
残
し
て

 

今
井　

恭
三
郎

遺
さ
れ
し
恨
み
ご
と
一
つ
又
言

ひ
て
十
回
忌
の
夫
の
墓
に
香
焚

く 

星
野　

利
子

何
げ
な
く
仰
ぎ
し
空
に
白
き
月

が
二
重
に
見
ゆ
る
白
内
障
か

 

和
南
城　

き
の
江

冬
ざ
れ
の
畑
に
足
あ
と
窪
ま
せ

て
け
ふ
は
か
そ
か
に
春
の
に
ほ

へ
り 

板
橋　

き
み
江

登
校
す
る
孫
に
合
は
せ
て
食
む

朝
餉
並
び
し
家
族
に
厨
の
せ
ま

し 

堤　

み
ゑ

征
く
朝
の
父
を
送
ら
ず
雨
の
中

池
替
え
し
て
を
り
三
歳
の
わ
れ

 

今
井　

與
兵
衞

久
に
見
る
久
呂
保
村
誌
を
読
み

を
れ
ば
報
酬
な
き
世
の
亡
父
の

名
も
あ
り 

沢
浦　

芳
枝

入
学
の
孫
の
土
産
に
も
ち
米
と

小
豆
一
合
袋
に
入
れ
る

 

倉
沢　

美
代
子

せ
き
れ
い
の
吾
れ
に
向
か
い
て

尾
を
ふ
れ
り 

大
河
原　

一
寿

二
句
載
せ
た
友
の
葉
書
き
や
春

を
呼
ぶ 

坂
田　

保
男

春
風
や
日
毎
膨
ら
む
冬
至
梅

 

花
茂　

蚕
声

人
日
を
籠
り
一
人
居
を
楽
し
め

り 

真
下　

章
子

俳

句

短

歌

△

３月号のクイズの答えは、｢ウインター｣
でした。応募総数は３通。当選者は次のと
おりです（敬称略）。おめでとうございます。

★新　木　香　音（７歳）橡久保南部
★林　　　紀　宏（13歳）森　下　下

■もんだい
　いよいよ平成22年度がスタートしま

した。今月号では３月議会で承認され

た、平成22年度当初予算についてお知

らせしました。

　それでは問題です。平成22年度の

一般会計予算は、○○億7,800万円で

しょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝　４月30日(金)。

▲

発表＝「広報しょうわ」
５月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
と
き

の
具
体
的
対
応
法
シ
リ
ー
ズ 

⑥

徘
徊
へ
の
対
応

　

徘
徊
と
は
、
道
に
迷
う
、
あ

て
も
な
く
歩
き
回
る
と
い
っ
た

行
動
の
こ
と
で
す
。

　

家
族
に
と
っ
て
は
「
事
故
に

遭
う
の
で
は
な
い
か
」「
行
方

不
明
に
な
っ
た
ら
」
と
い
う
不

安
で
精
神
的
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
認
知

症
の
人
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。

　
「
出
ち
ゃ
ダ
メ
！
」「
早
く
家

に
入
っ
て
！
」
な
ど
と
は
言
わ

ず
に
、
冷
静
に
状
況
を
受
け
と

め
、
認
知
症
の
人
の
欲
求
を
考

え
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

① 

お
茶
や
お
菓
子
に
誘
っ
て
他

の
こ
と
に
関
心
を
向
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

② 

玄
関
に
外
出
を
思
い
と
ど
ま

ら
せ
る
よ
う
な
張
り
紙
を
し

ま
し
ょ
う
。

③ 

時
間
を
決
め
て
散
歩
に
出
す

な
ど
、
折
り
を
み
て
行
き
た

が
る
所
へ
連
れ
て
行
き
満
足

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
行
政
相
談
員　

後
藤
金
松
さ
ん

（
大
河
原
）

４
月
25
日（
日
）は

粗
大
ご
み
の
搬
入
日
で
す

産
業
課　

内
線1

5
3

　

４
月
25
日（
日
）は
粗
大
ご
み
の

直
接
搬
入
日
で
す
。

　

搬
入
で
き
る
主
な
品
目
は
、
家

具
類
、家
庭
用
電
化
製
品
、自
転
車
、

小
児
用
三
輪
車
な
ど
で
す
。ま
た
、

処
理
費
用
は
現
地
で
直
接
現
金
払

い
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
搬
入
日
時　

４
月
25
日（
日
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所　

昭
和
村
資
源
資
源
物
保

管
場（
直
接
個
人
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
）

外
に
出
な
い
た
め
の
工
夫



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ

22

広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
月
）

 

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

◆
利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

の
充
実
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
出
納
室
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所
、「
Ｐ
ａ
ｙ

－
ｅ
ａ

ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」
対
応
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
役
場
出
納
室
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
役
場
で
の
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
県
税

▼
お
知
ら
せ

事
務
所　

☎
２
２

－

４
３
３
６　

ま
た
は
、
群
馬
県
自
動
車
税
事
務

所　

☎
０
２
７

－

２
６
３

－

４
３

４
３子

ど
も
の
人
権

 

特
設
相
談
所
を
開
設

◆
前
橋
地
方
法
務
局

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子

ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」「
体
罰
」「
虐
待
」
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩
み
ご
と

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し

に
な
れ
な
い
方
は
、
通
常
ど
お
り

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局

で
電
話
相
談
等
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課　

☎
０
２
７

－

２

２
１

－

４
４
２
６

清
掃
工
場

 

開
場
日
の
お
知
ら
せ

◆
沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組
合

　

沼
田
市
外
二
箇
村
清
掃
施
設
組

合
清
掃
工
場（
沼
田
市
白
岩
町
226
）

で
は
、
５
月
の
連
休
と
年
末
年
始

を
除
く
平
日
お
よ
び
祝
祭
日
は
開

場
し
、
可
燃
ご
み
を
受
け
入
れ
ま

す
。

　

な
お
、
５
月
の
連
休
お
よ
び
年

末
年
始
の
開
場
日
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
入
時
間　

月
・
金
曜
日
は
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時　

火
・
木
曜
日
は
午
後

１
時
〜
午
後
４
時（
水
曜
日
は
開

場
し
て
い
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ　

沼
田
市
外
二
箇

村
清
掃
施
設
組
合　

☎
０
２
７
８

－
２
３

－

１
０
０
９

利
用
し
て
く
だ
さ
い

 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
北
毛
サ
テ
ラ
イ
ト

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
北
毛
サ

テ
ラ
イ
ト
で
は
、
就
職
を
希
望
す

る
若
者
に
、
就
職
情
報
の
提
供
か

ら
適
正
診
断
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

職
業
紹
介
・
定
着
ま
で
就
職
に
関

す
る
一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
所
日　

月
・
水
・
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）　

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

▼
場
所　

利
根
沼
田
県
民
局
４
階

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

▼
問
い
合
わ
せ　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ぐ
ん
ま
北
毛
サ
テ
ラ
イ
ト　

☎
０

２
７
８

－

２
０

－

１
１
５
５

　気もゆるみ、体もゆるむ春は、高齢者や子どもた
ちの交通事故が増えています。
　ハンドルを持つ手を引き締めて、安全運転に努め
ましょう。
 ◎高齢者の皆さんへ◎ 
　平成21年中交通死亡事故死者数100人のうち、
高齢者は59人と全体の約６割を占めています。
　高齢者の交通事故をなくすために
○ ｢止まる・見る・確認｣ 運動の徹底
　歩行中に道路を横断する際は、
　•まず、しっかり止まる　

　•しっかり周囲を見る
　•しっかり安全を確認する
　を徹底しましょう。
○ ｢ピカピカ作戦｣ の実践
　暗い時間の外出には必ず、
　•明るい色の服装と反射材
　を着用しましょう。
※ 昭和駐在所は、岡本警部補、山中巡査長の２名が
勤務しています。
　今年度も、みなさんのご協力をを得ながら、村の
｢安心・安全な地域づくり｣ に取り組んでいきます。

◎高齢者、子ども見たら、注意モード運転◎



232323

こ
ん
な
と
き
に
は

 

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
加
入
者（
被
保
険

者
）が
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
な
ど
、
次
の
よ
う
な
機
会

ご
と
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者

や
学
生
な
ど
）　

▼
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤

務
す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ

届
け
出　

▼
結
婚
な
ど
で
、
第
３

号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…
配

偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
、

事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出

　

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
）　

▼
退
職
し
た
と
き

…
本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当

係
へ
届
け
出　

▼
退
職
し
て
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提

出
、
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届

け
出

　

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　

▼
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤
務
す

る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け

出　

▼
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、

離
婚
な
ど
で
、
第
３
号
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
…
本
人
が
市

町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
渋

川
年
金
事
務
所　

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７
ま
で
。

特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：５月７日（金）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：５月７日
（金）、午後１時30分～（事前に
電話予約を）、◆会場：沼田保健
福祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話：
☎０２７－２３１－４４８８

そうだんがいど

今・月・の・納・期
　国民健康保険税１期、介護保険料
１期、後期高齢者医療保険料１期、
保育料４月分、学校給食費４月分は、
４月30日（金）が納期です。納期内
納付にご協力ください。

わが村の人口

人　口 7,723人 (－18)
　男 3,824人 (＋ １)
　女 3,899人 (－19)
世帯数 2,293世帯 (＋ ２)

※（　）内は前月比
４月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

窓
口
窓
口で

す
３
月
届
出
分

大
河
原

髙た
か

𣘺は
し　

優ゆ
う

輝き

く
ん

伸　

明

幸　

代

さ
ん
の
子
２
月
22
日
生

　

宿

上う
え

松ま
つ　

大た
い

雅が

く
ん

昭　

宏

紗
也
佳

さ
ん
の
子
２
月
23
日
生

中
野
上

片か
た
や
な
ぎ
柳　

晴は
る

希き

く
ん　

友　

洋

美
智
子

さ
ん
の
子
３
月
14
日
生

大
河
原

髙た
か

𣘺は
し　

莉り

央お

ち
ゃ
ん

美　

幸

香　

奈

さ
ん
の
子
３
月
20
日
生

大
河
原

石い
し

井い　

恒こ
う

輝き

く
ん

孝　

浩

久
美
子

さ
ん
の
子
３
月
21
日
生

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
ノ
木
平

第　
　

一

小
池　

政
弘
さ
ん

73
歳　

３
月
14
日
没

永
井
上

千
明　

ト
リ
さ
ん

100
歳　

３
月
16
日
没

中
内
出

加
藤　

昭
六
さ
ん

79
歳　

３
月
17
日
没

伏　

田

竹
之
内　

初
惠
さ
ん

93
歳　

３
月
17
日
没

下　

宿

林　

マ
サ
子
さ
ん

66
歳　

３
月
20
日
没

平
成
22
年
度
酒
類
販
売

 
管
理
協
力
員
を
募
集

◆
前
橋
税
務
署

　

酒
類
小
売
販
売
場（
ス
ー
パ
ー
、

小
売
酒
販
店
な
ど
）で
買
い
物
等

を
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、
未
成

年
者
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
や

店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認
し
、
税

務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
「
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.g

o.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
前
橋
税
務
署

酒
類
指
導
官
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

前
橋
税
務
署　

酒
類
指
導
官　

☎
０
２
７

－

２
２

４

－

４
４
９
８

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

▼
募　

集
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